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祈念館における体験記の調査について

以下４種の被爆体験記（※１）を対象とし、令和2年12月から令和3年10月までに3回に分けて調査を行った。

① 厚生労働省が実態調査時に収集した被爆体験記

② 祈念館が収集した被爆体験記

③ 図書に記載された被爆体験記

④ 証言ビデオにおける被爆体験記（※２）

（注）同一人による複数執筆や同一内容の図書への複数回の掲載などの重複は排除していない（重複して計上されている可能性あり）。

※１：「被爆体験記」は被爆者（手帳保持者または体験記の内容から手帳保持者に該当すると思われる者）が書いた体験記と整理されている。

※２：証言ビデオについては、長崎祈念館及び広島平和記念資料館作成分を含め対象とした。

調査対象

・本文のテキスト化がなされていないもの
（145,143件）

抽出された被爆体験記（計9,313件）を広島祈念館の職員16人が分担して読み込み、
入力補助票（資料３－２）を作成する。その内容を別の職員が確認する。
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・本文のテキスト化がなされているもの（2,479件）
・証言ビデオ（2,817件）

8,580件

857件8,456件

日本語以外
（除外）：124件

※P4、「被爆体験記・証言ビデオの抽出について」参照

・被爆地が広島であるもの
・登場地の時間区分が昭和20年8月6日の体験記
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（参考）調査対象の作成年代について

執筆年（厚労省は収集年度）・撮影年 体験記数

厚生労働省が実態調査時に収集した
被爆体験記

104,312編 平成7年度分 81,205編

平成17年度分 11,778編

平成27年度分 11,329編

祈念館が独自に収集したもの 3,415編 昭和20年～昭和41年 99編

昭和42年～昭和63年 219編

平成元年～平成16年 737編

平成17年～現在 734編

不明 1,626編

図書
（執筆年が不明のものは発行年とする。)

5,310冊 39,895編 昭和20年～昭和41年 1,750編

昭和42年～昭和63年 14,157編

平成元年～平成16年 18,418編

平成17年～現在 5,548編

不明 22編

証言ビデオ
（長崎祈念館及び広島平和記念資料館作成分を含む）

2,817編 昭和61年～昭和63年 158編

平成元年～平成16年 1,232編

平成17年～現在 1,373編

不明 54編

計 150,439編 150,439編

令和３年３月１６日現在

※ 同一人による複数執筆や同一内容の図書への複数回の掲載などの重複は排除していない。
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＜補足＞

体験記執筆者のデータベース登録については、同姓同名の執筆者であっても、同一人物であるとの確証が得られないものが少な
からずある。

一方、漢字表記の違い（国と國、高と髙など）や執筆時期（婚姻の前後など）により姓が異なっている場合、同一人物であるとしても、
２つ以上の体験記を結び付けることは極めて困難。こうしたことから、「名寄せ」は行っていない。
したがって、今回の調査において 、執筆者の重複を排除することはできず、割合を算出することもできない。
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抽出された体験記の状況について

抽出された体験記：9,313件

雨の情報あり※：1,821件 飛散物の情報あり：309件

※ 「雨漏り」「梅雨」などの明らかに無関係な記載だった場合は除外
注）「雨の情報あり」と「飛散物の情報あり」の件数は、重複あり

市町村の記載あり（69市町村） ： 1,599件 市町村の記載あり（42市町村） : 296件

市町村不明：222件 市町村不明:13件

注）体験記に市町村の記載があれば、必ずしも雨を浴びた地点が明確でなくても算定
している。
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国立広島原爆死没者追悼平和祈念館被爆体験記の雨等の記述に係る調査概要
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被爆体験記・証言ビデオの抽出について

全体件数 抽出件数 入力件数 全体件数 抽出件数 入力件数 全体件数 抽出件数 入力件数 全体件数 抽出件数 入力件数

体験記テキスト無 145,143 5,234 5,153 145,143 3,346 3,303 145,143 0 0 145,143 8,580 8,456

体験記テキスト有 2,479 205 205 2,479 0 0 2,479 211 211 2,479 416 416

証言ビデオ 2,817 441 441 2,817 0 0 2,817 0 0 2,817 441 441

合計 150,439 5,880 5,799 150,439 3,346 3,303 150,439 211 211 150,439 9,437 9,313

＊抽出方法

　1回目　体験記テキスト無について、データベースの「登場地が拡大要望地域の市町村」でかつ「8月6日の被爆の記述」がある体験記

　　　　  体験記テキスト有、証言ビデオについて、「雨」という文字を含む体験記

　2回目　体験記テキスト無について、データベースの「登場地が拡大要望地域の外側の市町村」でかつ「8月6日の被爆の記述」がある体験記　

　3回目　体験記テキスト有、証言ビデオについて、データベースの「登場地が拡大要望地域の市町村」又は「登場地が拡大要望地域の外側の市町村」でかつ「8月6日の被爆の記述」がある体験記

＊入力件数が抽出件数より少ないのは、翻訳などにより、内容が同一の体験記（日本語/外国語）が存在するため、重複するものとして除外したためである。

3回目（令和3年9～10月調査） 合計1回目（第3回検討会で報告） 2回目（第4回検討会で報告）
種別

8月6日の雨と雨以外の飛散物（以下「飛散物」という。）に係る調査結果

雨の情報なし

雨の情報あり

雨の情報あり

雨の情報なし

＊「飛散物」とは、体験記において、泥、チリ、スス、埃、ゴミ、紙、布、草木、ソギ板、トタンなどの表現があった場合に算定している。

9,313

ー

飛散物の情報あり

飛散物の情報あり

合計

雨の情報あり

（小計）

飛散物の情報なし

種別

飛散物の情報なし
1,821

309

7,367

1,637

125

ー

ー

被爆体験記数

184

飛散物の情報あり

（小計）

ー

市町村の記載について

種別

市町村の記載あり（69市町村）

市町村不明

合計

種別

市町村の記載あり（42市町村）

市町村不明

合計

1,821

飛散物の情報あり

296

13

309

雨の情報あり

1,599

222

8月6日の降雨時間

30分未満
30分以上1

時間未満

1時間以上

2時間未満
2時間以上 計

市町村の記載あり（69市町村） 68 16 16 7 107 1,492 1,599

市町村不明 6 2 8 214 222

合計 74 16 16 9 115 1,706 1,821

＊「○分間」、「○時間」というような具体的な記述のある場合に分類し、その他はすべて不明に分類

＊ただし、「すぐ止んだ」「短時間」「ぱらっと」等明らかに短い時間であることがわかる表現の場合は「30分未満」に分類

種別 不明 合計

降雨時間



色 地域

被爆地域及び健康診断特例地域

拡大要望地域

拡大要望地域の外側

国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

地図の出典『国土数値情報 行政区域データ「昭和25（1950）年10月 1日時点」』国土交通省

昭和25年当時の広島県市町村の地図
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色 地域

被爆地域及び健康診断特例地域

拡大要望地域

拡大要望地域の外側

市町村別の8月6日の雨の記述のある被爆体験記数

種別 被爆体験記数

1件

2件～9件

10件以上

山口県岩国市

国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

市町村別件数の詳細は7ページのとおり

地図の出典『国土数値情報 行政区域データ「昭和25（1950）年10月 1日時点」』国土交通省 6
注）体験記に市町村の記載があれば、必ずしも雨を浴びた地点が明確でなくても算定している。



色 地域

被爆地域及び健康診断特例地域

拡大要望地域

拡大要望地域の外側

8月6日の飛散降下物の状況

種別 被爆体験記数

1件

2件～9件

10件以上

山口県岩国市

国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

市町村別件数の詳細は次ページのとおり

島根県美濃郡道川村

地図の出典『国土数値情報 行政区域データ「昭和25（1950）年10月 1日時点」』国土交通省
注）体験記に市町村の記載があれば、必ずしも飛散物にあった地点が明確でなくても算定している。


